
      
 

 
 

  

北
国
八
戸
に
春
を
呼
ぶ
「
え
ん
ぶ
り
」
の
お
囃
子
が
聞
こ 

え
る
季
節
、
寒
さ
の
中
に
も
ど
こ
と
な
く
春
の
気
配
が
感
じ 

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
３
学
期
も
終
盤
と
な
り
、
進
級 

と
卒
業
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
年
生
は 

私
立
高
校
の
合
格
発
表
も
終
わ
り
、
３
月
５
日
の
県
立
高
校
入
試
を
間 

近
に
控
え
、
教
室
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
張
り
詰
め
た
空
気
が
漂
っ
て 

い
ま
す
。
２
月
上
旬
に
は
感
染
症
拡
大
に
よ
り
２
学
年
２
学
級
の
学
級 

閉
鎖
お
よ
び
部
活
動
停
止
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
通
常
の
教 

育
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
、
市
内
で 

感
染
症
の
拡
大
傾
向
が
続
い
て
お
り
、高
い
警
戒
レ
ベ
ル
で
の
対
応
が
必 

要
で
す
。
体
調
管
理
、健
康
観
察
に
引
き
続
き
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
さ
て
、２
月
６
日
の
私
立
高
校
入
試
に
は
３
年
生
89
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ 

し
、
14
日
の
合
格
発
表
で
受
験
者
全
員
が
吉
報
を
手
に
し
ま
し
た
。
明
日 

は
、１
年
生
２
年
生
に
と
っ
て
、
こ
の
１
年
を
締
め
く
く
る
最
後
の
定
期
考 

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
県
立
高
校
入
試
ま
で
は
、あ
と
19
日
、卒
業
式
も
間 

近
で
す
。
ま
さ
に
「
光
陰
矢
の
如
し
」
を
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
▼
３ 

年
生
に
と
っ
て
は
、
進
路
決
定
の
最
終
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
２
月
13
日
、 

県
立
高
校
受
検
願
書
を
滞
り
な
く
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、３

学
年
担
当
職
員
の
大
変
さ
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
受
験
生
の
願
書
や
調
査
書
、
成
績
一
覧
表

や
返
信
用
封
筒
等
々
、膨
大
な
仕
事
量
で
す
。
そ
れ
も
、絶
対
に
ミ
ス
の
許
さ
れ
な
い
完
璧
な
事

務
作
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
髙
橋
学
年
主
任
、竹
花
進
路
指
導
主
事
を
中
心
と
し
た
３
学
年
職

員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
光
り
ま
す
。
学
年
職
員
総
が
か
り
で
、二
重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
後
、

校
長
の
最
終
点
検
を
受
け
ま
す
。
校
長
決
裁
の
後
、各
高
校
へ
慎
重
に
届
け
ま
し
た
。
あ
と
は
、

本
人
の
頑
張
り
に
期
待
す
る
の
み
で
す
。
最
後
は
「
難
関
」
に
挑
む
「
気
力
」
の
勝
負
で
す
。
受
検

で
す
か
ら
、
そ
の
結
果
は
、
す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ
て
う
れ
し
い
結
果
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
第
二
志
望
校
に
進
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
徒
も
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
れ
を
失
敗
と
と
ら
え
る
か
人
生
の
試
練
と
と
ら
え
る
か
は
、本
人
の
気
持
ち
次
第
。
こ
れ

か
ら
も
続
く
、進
路
選
択
は
自
分
の
道
を
切
り
拓
く
挑
戦
そ
の
も
の
で
す
。
夢
へ
の
挑
戦
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
、
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
は
ま
だ
ま
だ
鳴
り
ま
せ
ん
。
最
後
ま
で
、全
力
で
立
ち

向
か
い
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
▼
県
立
入
試
に
挑
む
生
徒
も
多

く
、
ま
だ
卒
業
の
実
感
が
わ
か
な
い
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま
す
が
、
常
に
全
力
投
球
の
上
級
生
と

し
て
下
長
中
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
３
年
生
が
ま
も
な
く
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。
３
年
生
と
共

に
過
ご
す
日
々
も
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
学
校
の
中
に
明
る
く
心

地
よ
い
緊
張
感
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
生
の
節
目
で
あ
る
卒
業
式
へ
の
期
待
で
あ
り
、

義
務
教
育
を
終
え
て
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
く
若
者
の
希
望
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
卒
業
ま
で
の

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
な
が
ら
、
最
大
の
学
校
行
事
「
卒
業
式
」
を
下
長
中
全
員
の
力

で
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
御
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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１月 15 日、本校体育館にて、「下 

長中学校はやぶさ消防クラブ」結成 

式が行われました。八戸地域少年消 

防クラブ育成協議会小杉会長から〇 

〇〇〇隊長にクラブ員証が交付され、 

「いろいろなことを体験、経験し地域を担う青年として成

長してほしい」と挨拶をいただきました。その後、はやぶ

さクラブを代表し在家隊長が「正しい防災知識と技術を身

に付け、未来の安全安心な暮らしのため、防災意識の向上

に努める」と力強く宣誓。最後に鳥谷八戸消防署長から「防

災知識を高め、まずは身近な家族、友達、地域住民に防災

知識を伝え、将来は防災 

のリーダーになって活躍 

してほしい」との激励の 
言葉をいただきました。 
「下中はやぶさ消防クラ 
ブ」の活動に注目です。 
 
 
 

 
近年の気候の変化に伴う変化や価 

格高騰、価値観の多様性を尊重する 
動きから制服を変更する自治体や学 
校が増えています。本校では、1971 
年度から 50 数年にわたって男子は 
詰襟学生服、女子はセーラー服を学 
校指定服としてきましが、学校評価 
アンケート等の結果をふまえ、本校 
でも新制服を導入することとしまし 
た。５月の生徒総会で全校生徒に詳 
細を伝え、意見を集約し決定してい 
きたいと考えています。現在は、制服検討プロジェクトメン
バー(生徒会役員)が、マスターメーカー（カンコー学生服）
担当者と話し合いを重ねています。変更にあたって考慮する
点として、①機能性の向上 ②経済的負担の軽減 ③多様性
の尊重 ④下長中学校らしさ の４点をプロジェクトメン
バーに伝えオフィシャルウエアとしての制服に必要なもの
を考えてもらっています。なお、新制服の導入は令和７年度
入学生、現５年生からとなります。 

後輩から３年生へ合格応援メッセー

ジが届けられました。 
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＊感染症等の状況により日程を変更する場合があり
ます。ご了承ください。 

２月 
  １６日（金）５次考査(1，2 年) 生徒会常任委員会 
  １７日（土）えんぶりの日 

２１日（水）生徒朝会 
  ２２日（木）八高支普通科検査日、高専合格発表日 
  ２３日（金）天皇誕生日 
  ２９日（木）１学年参観日 
３月 

１日（金）八高支合格発表 
２日（土）数検③ 
５日（火）県立高校入学者選抜検査 
８日（金）卒業式予行・準備 
９日（土）祝 卒業式 

１１日（月）振替休（3/9） 
１３日（水）県立高校追検査、職員会議 
１４日（木）学級編成① 
１５日（金）県立高合格発表、再募集発表、学級編成② 
１８日（月）立志式 

県立高再募集受付(9 時～16 時) 
１９日（火）避難訓練 県立再募集検査 
２０日（水）春分の日 
２１日（木）生徒会常任委員会 県立再募集検査 
２２日（金）生徒総会 
２６日（火）修了式、離任式 
２７日（水）春休み～4/7 

 
〇青森県管楽器ソロコンテスト 

 中学生の部 銀賞 ２年 〇〇〇〇〇   

〃  １年 〇〇〇〇 

〇八戸市中学校生徒作曲コンクール 

 優秀作品賞 ３年 〇〇〇〇（夜明けの山のまち） 

〇南部地区中学校選抜バスケットボール大会 

兼木村杯争奪選手権   女子の部 第２位 

〇八戸市サッカー協会冬季中学生サッカー大会(ﾄｯﾌﾟ) 

  優勝 サッカー部 

〇八戸市インドアソフトテニス大会 

  第５位 芳賀奏絵・ 玲那ペア 
〇八戸市中学校新春バスケットボール大会 

  第２位 女子バスケットボール部 

〇田沢湖杯中学女子バスケットボール大会 

  第３位 女子バスケットボール部 

〇八戸市・三戸郡中学校バレーボール新春大会 

  第３位 男子バレーボール部 

  優秀選手賞 〇〇〇〇 

〇八戸市中学校生徒美術展 

 特選 ３年 〇〇〇〇(平面｢美しい水槽の中｣) 

     〃 〇〇〇〇〇(平面 ｢海｣) 

    ２年 〇〇〇〇〇(平面｢不思議な人体｣) 

    〃 〇〇〇〇(平面｢駆け巡る夏｣) 

    １年 〇〇〇〇(平面｢夏の思い出｣) 

 〃 〇〇〇〇〇(平面｢風鈴と風景｣) 

 入選 ３年 〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

      〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇  

〇〇〇〇 

    ２年 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇 

〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇  

〇〇〇〇  

１年 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇  

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

〇青森県中学校選抜美術展 

入選  ３年 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

    ２年 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 

〇八戸白鴎ライオンズクラブ杯アイスホッケー大会 

  第２位 八戸合同 

〇明るい選挙啓発ポスターコンクール 

 準入選 ３年 〇〇〇 ２年 〇〇〇〇 

 佳 作 ３年 〇〇〇〇 ２年 〇〇〇  〇〇〇〇 

〇東北中学校体育大会スピードスケート競技 

 男子 1000m 第２位 〇〇〇〇 

・第４位 〇〇〇〇 

 男子 500m 第３位 〇〇〇〇 

 男子 1500m 第３位 〇〇〇〇 

  

  

 

 
生徒・保護者から本校職員にかかわる体罰・セクハラ

調査（１月２６日～２月１日）を行いました。お忙しい
中のご協力ありがとうございました。生徒からの申告は
ありませんでしたが、保護者から申告のあった事案につ
きましては、校長が直接聞き取り調査を行い対応いたし
ました。大きな事案はなかったものの、教師の言動で傷
ついている生徒もいることから、小職から厳しく注意
し、教育委員会にその旨報告いたしました。今回の調査
を機に、今後とも体罰、不適切な言動やセクハラの一掃
を徹底し、全生徒が安全、安心して学べる環境をつくっ
てまいります。今後とも保護者の皆様の御協力をお願い
します。 

さようならをいうまえに（宮澤章二） 
遠い北の空を目指して 

 渡り鳥が いっせいに飛び 

立つ季節 

 鳥たちのつぶらなひとみに 

 胸の底から湧き上がる思い 

が光る 

 「さようなら」を いうまえに 

 「ありがとう」と 呼びかけよう 

 確かに 鳥たちの鳴きかわす声には 

 冬の幾日かを仮寝した場所への感謝が 

 あたたかく清らかにこめられている 

 私たちの旅立ちも 同じだ 

 安らぎをあたえてくれた窓に 

よろこびを恵んでくれた庭に 

 「ありがとう」の声を のこそう 

 「さようなら・・・」を いうまえに 

 
卒業式で学担から、中学生として最後に呼名されると

きの「はい」という返事は、平仮名にしてたった二文字

の言葉だが、卒業生 155 人の 155 通りの｢思い｣｢決意｣が

込められている。そこには３年間の中学校生活や 15 年

間の家族のドラマが秘められていて、それぞれの色と輝

きが本気の輝きとなって体育館にこだまする。過去の自

分に届くような、そして未来の自分を勇気づけるような

決意の響きでもある。卒業式は、輝く未来への第一歩。

力強く踏み出してほしい。2，1 年生は、お世話になった

先輩方に感謝の気持ちをどのように伝えるかを考えなが

ら、今年度最後で最高･最強の｢下長丸の絆｣を創り上げた

い。出会えた奇跡に感謝しながら、今までを振り返り、

３年生と過ごせる残り少ない時間、中学生活を大切に過

ごしてほしい。やがてくる君たちの卒業式のためにも｡ 

下長中が大きく成長する時がきた。 


